
      

愛媛県立今治西高等学校図書委員会 2022 

12 月に入り、急激に寒くなりました。もうすぐ冬休
みです。読書に勤しんでいますか。今回は、勉強の間
の短い時間に読むことができるお薦めの本を紹介した
いと思います。 

 

 

『星新一のショートショートシリーズ』 星新一 著  新潮社 

私のお薦めの本は、星新一さんのショートショートシリーズです。このシリーズは、一つの
話が 400 字詰め原稿用紙にして 10 数枚程度の語数で書かれた小説形式のもので、とても読み
やすくなっています。にもかかわらず、通俗性ができる限り排除された奇妙でミステリアスな
不思議な話となっています。毎日の朝読書の時間に読んでも読み終えることができ、話の続き
が気になることはなく、次読むときにはまた新しい話を読み始めることができます。学校の図

書館にもこのシリーズが何冊かあるので気になった人はぜひ手に取ってみてください。            

（1 年生男子） 

 

 

              

 

〇 12月県立図書館協力図書（190冊のうちの一部を紹介） 

 

著者名 書      名 出版社 

兼高 かおる わたくしが旅から学んだこと 小学館 

松浦 弥太郎 考え方のコツ 朝日新聞出版 

大島 健夫 身近な生物のきもち 
 メイツユニバーサル 

 コンテンツ 

岩谷 美苗 散歩で見かける樹木の見分け方 家の光協会 

下村 敦史 アルテミスの涙 小学館 

横関 大 ゴースト・ポリス・ストーリー 講談社 

高野 史緒 カラマーゾフの妹 講談社 

道尾 秀介 笑うハーレキン 中央公論新社 

宮部 みゆき 宮部みゆき全一冊 新潮社 

磯田 道史 「司馬遼太郎」で学ぶ日本史 NHK出版 

 

 

 

 

 

ほんばこ  

12月(師走
し わ す
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月
づき

 極月
ごくげつ
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＊＊二十四節気＊＊ 

大雪
たいせつ

 7 日 朝晩にうっすらと氷が張るのが見られま

す。北国や日本海側では本格的に雪が降り出しま

す。 

冬至
と う じ

  22日 1年で最も昼が短く、夜が長い頃のこと

です。これから日が伸びていくため、古代では冬至が

1年の始まりでした。 



 

勧めてみる本 家の人と話し合ってみよう 

 

ドナルド・キーン『ドナルド・キーン自伝』（角地幸男 訳）中公文庫２０１１年 

 

１ 著者ドナルド・キーンＤｏｎａｌｄ Ｋｅｅｎｅ １９２２～２０１９  

日本文学研究者、翻訳家。ＮＹ生まれ。コロンビア大学在学中、第２次大戦初期にアーサー・

ウェイリー訳『源氏物語』に触れ感銘を受ける。太平洋戦争中、海軍で日本語を解読する訓練を

受ける。戦後。ハーバード大、ケンブリッジ大を経て京都大学へ。永井道雄（のち文部大臣）と

親友に。コロンビア大学で教鞭を執りながらしばしば日本を訪れる。『徒然草』『奥の細道』三島

由紀夫、安部公房などを翻訳。吉田健一（英文学者）、嶋中鵬二（中央公論社）らとも交流。文

化勲章受章。日本国籍を取得しキーン ドナルド（鬼怒鳴門）を名乗る。『百代の過客』『日本文

学の歴史』等の著書もある。（コトバンクほかから） 

 

２ 『ドナルド・キーン自伝』 

 もとは『私と２０世紀のクロニクル』として２００７年に出た。日本文学・日本文化について

並の日本人よりも詳しい。いわゆる知日派知識人だ。それどころか、日本人になってしまった。

戦中戦後の米日関係史の一面としても面白い。いくつか紹介してみよう。 

・コロンビア大学に１６才で入学した。李（Ｌｅｅ）という中国人と隣席になり東アジア世界に

目が開かれた。李は日本を嫌っていたが、キーンは、ドイツが侵略戦争を開始した頃、１９４０

年秋、アーサー・ウェイリー訳『源氏物語』をたまたま読み、戦争のない美しい世界に引き込ま

れた。「源氏は深い悲しみというものを知って」いた。「この世に生きることは避けようもなく悲

しいこと」だった。（37~51 頁） 

・コロンビア大学では角田柳作の日本思想史の講義を受けた。学生は一人だったが、角田先生は

熱心に教えてくださった。（57~58 頁） 

・真珠湾攻撃のあと、海軍の日本語学校に志願して学んだ。（61~67 頁） 

・日本兵の日記を読んだ。日本兵は思想調査のために日々日記をつけることを強制されていたが、

彼らは死ぬ直前には苦悩をありのままに書き留めて死んでいた。（68~71 頁） 

・沖縄近海で、神風特攻に遭遇した。（84 頁） 

・戦後すぐ焼け野原となった日本を訪れた。日本人は誰もが親切にしてくれた。（102~103 頁） 

・戦後ケンブリッジでアーサー・ウェイリー本人に出会った。彼はアイヌの叙事詩「ユーカラ」

の講義をした。彼は西洋諸語はもちろん、日本語、中国語、サンスクリット語、モンゴル語、ア

イヌ語まで知っていた。（135~136 頁） 

・１９５３（昭和２８）年、京都大学に留学した。そこで永井道雄と同宿の親友となった。私は

下駄で京都の町を散歩し、狂言の稽古をした。（150~174 頁） 

・日本家屋、日本の国宝、禅の教え、映画『羅生門』などがアメリカで人気となり、私は名士た

ちのちょっとした関心の対象となった。（189 頁） 

ここまでで約半分。他にソ連訪問、三島由紀夫との交遊、川端康成のノーベル賞受賞など、興

味深い記述が続く。一読を勧める。                    図書研修課 Y 

 

 

 


